
一般地域（平瓦）一般地域（彩色スレート瓦）

●標準設計例を掲載しておりますので、納まり作成のための参考としてください。
●軒どい高さは、屋根延長線に合わせる。平瓦は、谷部の延長線上に合わせる。
●軒どいの出寸法は、軒どいの玉幅の1/3～2/3を出す。
●軒先の出が短く雨水が軒どい後方にまわりはみだしてしまう場合は、水切りを長くしたり、
　前方に出して防止する。

留意点
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一般地域納まり参考図
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伸縮吸収部材一覧表

レガリアRG155
バニエールＢＥ160Ｆ
ネオアルカディアＡＣ120Ｆ
クリアールＣＲ105Ｆ・ＣＲ105
ダンラインエクセルDL75Ｆ・DL75
ダンラインエクセルDL55Ｆ・DL55
トーヘン117Ｆ・117
華まるＤＫ120

伸縮じょうご
（伸縮じょうごの片側）
3本に1個
3本に1個
3本に1個
3本に1個
3本に1個
3本に1個
3本に1個
3本に1個

じょうご
（じょうごの片側）

伸縮ソケットで
伸縮を吸収する場合

―
―

2本に1個
2本に1個
2本に1個
2本に1個
2本に1個
2本に1個

1～3本に1個
1～2本に1個
1～2本に1個
1～2本に1個
1～3本に1個
1～3本に1個
1～2本に1個
1～2本に1個

軒どい対応長さ
※伸縮じょうごは「ダンラインエクセルじょうご」、「
トーヘン調整じょうご」を含む
※じょうごは伸縮じょうご以外を示す

※左記対応本数を超える場合、またはドレン落しの場
合には伸縮ソケットを必ずご使用ください。
※伸縮じょうご、その他じょうごをご使用の場合、
同梱包の軒樋ストッパーを必ず使用してください。

塩ビ雨どいの温度差と伸縮量関係
軒　ど　い　長　さ　（m）

50
45
40
35
30
25
20
15
10
5
0

－5
－10
－15
－20

18.0
16.2
14.4
12.6
10.8
9.0
7.2
5.4
3.6
1.8
0

－1.8
－3.6
－5.4
－7.2

24.0
21.6
19.2
16.8
14.4
12.0
9.6
7.2
4.8
2.4
0

－2.4
－4.8
－7.2
－9.6

30.0
27.0
24.0
21.0
18.0
15.0
12.0
9.0
6.0
3.0
0

－3.0
－6.0
－9.0
－12.0

36.0
32.4
28.8
25.2
21.6
18.0
14.4
10.8
7.2
3.6
0

－3.6
－7.2
－10.8
－14.4

42.0
37.8
33.6
29.4
25.2
21.0
16.8
12.6
8.4
4.2
0

－4.2
－8.4
－12.6
－16.8

48.0
43.2
38.4
33.6
28.8
24.0
19.2
14.4
9.6
4.8
0

－4.8
－9.6
－14.4
－19.2

6 8 10 12 14 16

塩ビ雨どいの伸縮処理
　塩ビ雨どいをより丈夫に長持ちさせるために、軒どい伸縮処理をお願いします。

《例》
気温20℃の時、10mの雨どいを施工すると
真夏に雨どいの温度が50℃になると
　　　　　　　　　雨どいは18mm伸びる
真冬に雨どいの温度が－10℃になると
　　　　　　　　　雨どいは18mm縮むこの軒どいの伸縮を吸収する部品として、

　　　○伸縮じょうご　（軒どいストッパーを併用してください。）
　　　○伸縮ソケット　（ドレン落しの場合は必ず使用してください。）
があります。これらの部品をご使用していただくことにより、軒どいの伸縮クレームは未然に防ぐことができます。

◎塩ビ雨どいは、金属に比べて温度による伸縮が大きいという性質があります。
 （この性質を施工される前にご理解いただいて、施工していただくと種々のトラブルを未然に防ぐ
ことができます。）

　塩ビ雨どいは、１m当たり10℃温度が上下すると、0.6mm伸び縮みが発生します。

（単位：mm）

施

工

時

と

の

温

度

差

℃

伸縮処理

設計参考資料
軒どいの雪割防止方法

積雪地域納まり参考図
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●落雪しやすい場所

・2階からのすべり、落雪

●雪が集中しやすい場所

・谷部での集中落雪 ・ドーマーでの集中落雪

●降雪した屋根上の雪は屋根の形によりすべりやすく、雨どいを破損することがあり注意が必要です。

●金具の間隔を縮める

・雪が集中しやすい場所は金具の間隔を
　縮めて取りつける。

●雨どいを取り下げて取りつける

・積雪地域により65～100mm下げる
・軒どいの出をできるだけ軒先の内側にしてください。

H=65～100

D=W/3

W

●屋根に雪止めの設置

・落雪を最小限におさえる。

雪止め

●雨どいと金具を銅線等固定

・雨どいと金具を銅線等でしっかり
　固定する　

・屋根より出ている「じょうご」は
　銅線等でしっかり固定する

銅線

●雨どいを雪害から守るためには屋根、雨どいの施工に工夫が必要です。

地域別の軒どい取り付け位置（軒どい納まり）標準　屋根：彩色スレート瓦　
 地域 一般地域 中雪地域 多雪地域
 積雪量（cm） 0～30cm 30～100cm 100cm～
 軒どい高さ寸法 H 屋根の延長線上（0～40mm） 65mm 100mm
 軒どい出寸法 D 軒どい玉幅×（1/3～2/3） 軒どい玉幅×（約1/3） 軒どい玉幅×（約1/3）

地域別の軒どい取り付け位置（軒どい納まり）標準　屋根：平瓦　
 地域 一般地域 中雪地域 多雪地域
 積雪量（cm） 0～30cm 30～100cm 100cm～
 軒どい高さ寸法 H 瓦の谷部の延長線上 65mm 100mm
 軒どい出寸法 D 軒どい玉幅×（1/3～2/3） 軒どい玉幅×（約1/3） 軒どい玉幅×（約1/3）

6
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60

軒
ど
い
高
さ
寸
法

H

軒どい出寸法
D

18
0

軒どい幅

地域

中雪地域

多雪地域

屋 根 ： 彩 色 ス レ ー ト 瓦

軒どい高さ寸法（mm）

　（Ｈ）65

　（Ｈ）100

10
680

軒
ど
い
高
さ
寸
法

H

1
8
0

軒どい出寸法
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軒どい幅

地域

中雪地域

多雪地域

屋 根 ： 彩 色 ス レ ー ト 瓦

軒どい高さ寸法（mm）

　（Ｈ）65

　（Ｈ）100

屋 根 ： 平 瓦

積雪地域（平瓦）積雪地域（彩色スレート瓦）
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●標準設計例を掲載しておりますので、納まり作成のための参考としてください。
●積雪地域 (中雪･多雪 ) では必ず屋根に「雪止め」を取り付けてください。
　※雨どいは雪止めではありません。
●積雪地域では、屋根上の雪のすべり荷重を避けるため、「軒どい出寸法」Ｄをできるだけ軒先の
内側へ寄せてください。〔軒どい幅×（約1/3）〕

●「軒どい高さ寸法」をできるだけ軒先より下げてください。

留意点



風対策 設計のポイント
住宅用雨どいの風対策には、『金具の取り付け間隔』と『軒どいの取り付け位置』がポイントとなります。
風の強さは同じ地域でも、海岸の近くと奥、崖の上と下では違います。また、建物の形状でも違ってきます。そして、年中
台風の進路になる地域も風に対する対策が必要です。
風による軒どいのはずれ、金具の曲折などのトラブルを防止するには、地域、建物の高さに応じて『金具の取り付け間隔』
と『軒どいの取り付け位置』を考慮します。

■軒どいの風圧力計算
建築基準法の改正（平成12年5月31日）で「風圧力」の算出方法が変更となりました。
風圧力の計算は、建築基準法施行令第87条「速度圧に風力係数を乗じて計算」および平成12年5月31日建設省告示第1454
号に準じて計算します。

（1）風圧力の算定　　W=C・q・A

　　W ：軒どいの受ける荷重（N）
　　C ：風力係数（軒先は1.5とする）
　　q ：速度圧（N/m2）
　　A ：風荷重を受ける軒どい底面積（m2）
　　　　＝軒どい底幅（m）×金具間隔（m）

（2）速度圧の算定　　q=0.6・E・Vo2

　　q ：速度圧（N/m2）
　　E ：軒どいの取り付け環境による係数
　　Vo ：その地域に応じた基準風速

　　E=Er2・Gf

　　Er ：平均風速の高さ方向の分布係数
　　Gf ：ガスト影響係数
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軒どい中の1/3

40ｍ/ｓ

20ｍ
20ｍ/ｓ

■強風地域での風対策　（金具間隔450mm以下の地域）

●軒どいの取付け位置は、風圧力を避けるよう軒先からの軒どいの出寸法を短め（軒どい中の1/3）
　にします。

●立てどい金具は、3階建て以上では取付け間隔を800mm以下
　（一般は1000mm～1200mmにしてください。）
　フック式金具は、強風で外れる恐れがありますので、フック部を
　しっかり立てどいに差し込んでください。強風地域では、外巻の
　でんでんをお使いください。

■風の強さの変化
●高低差が20mある場所では、
　上と下で倍の風の強さとなります。

●山間部の谷あいの風道になっている場所では、
　局地的に風の強い環境となります。

■地域、建物の高さ別の金具取り付け間隔
支持金具の種類によって取り付け間隔が異なります。具体的な物件については詳細を弊社各営業所までお問い合わせください。

○一般タイプ

地域
一般地域（Vo＝30～38m/s）

強風地域（Vo＝40～46m/s）
強風場所

建物高さ 9m未満
（3階建て以下）

600mm以下
450mm以下
450mm以下

9～13m未満
（4階建て以下）

13～31m未満
（10階建て以下）

要相談（450mm以下）
要相談（300mm以下）
要相談（300mm以下）

○高強度タイプ

地域
一般地域（Vo＝30～38m/s）

強風地域（Vo＝40～46m/s）
強風場所

建物高さ 9m未満
（3階建て以下）

900mm以下
600mm以下
600mm以下

9～13m未満
（4階建て以下）

13～31m未満
（10階建て以下）
650mm以下
450mm以下
450mm以下

設計参考資料
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伸縮ソケットの必要数一覧表
切妻の場合 寄棟の場合

B A

Ｂ Ｂ Ｄ Ｄ

落口がドレン落としの場合と同じ

B Ｄ Ｃ Ｄ

落口

落口

落口 落口

落口

落口
落とし口2ヶ所

落とし口なし

落とし口1ヶ所

　AまたはCの距離（落し口～落し口）

     　　　　　伸縮ソケットの必要数（個）
       落口が 落口が 落口が
 A、Cの距離（m）  軒どい(本) 伸縮じょうご じょうご ドレン
       の場合 の場合 の場合
  ～   3.6  ～   1 0 ― 0
   3.6 ～ 10.8 1 ～   3 0 ― 1
 10.8 ～ 21.6 3 ～   6 0 ― 2
 21.6 ～ 32.4 6 ～   9 1 ― 3
 32.4 ～ 36.0 9 ～ 10 2 ― 4

・レガリア RG155

軒どいの伸縮を阻害

ケラバ等
・軒どいの伸縮が阻害されない場合、伸縮ソケットは不要
＊止りがケラバ等に接しており、伸縮できない場合（右イラスト参照）
　は伸縮ソケットを使用。 

　Bの距離

　AまたはCの距離（落し口～落し口）

     　　　　　伸縮ソケットの必要数（個）
       落口が 落口が 落口が
 A、Cの距離（m）  軒どい(本) 伸縮じょうご じょうご ドレン
       の場合 の場合 の場合
  ～   3.6  ～  1 0 0 0
   3.6 ～ 10.8 1 ～  3 0 0 1
 10.8 ～ 14.4 3 ～  4 0 0 2
 14.4 ～ 21.6 4 ～  6 0 1 2
 21.6 ～ 25.2 6 ～  7 1 1 3
 25.2 ～ 32.4 7 ～  9 1 2 3
 32.4 ～ 36.0 9 ～ 10 2 2 4

     　　　　　伸縮ソケットの必要数（個）
       落口が 落口が 落口が
   Dの距離（m） 軒どい(本) 伸縮じょうご じょうご ドレン
       の場合 の場合 の場合
  ～   3.6  ～   1 0 0 0
   3.6 ～   7.2 1 ～   2 0 0 1
   7.2 ～ 10.8 2 ～   3 0 1 1
 10.8 ～ 18.0 3 ～   5 1 1 2
 18.0 ～ 21.6 5 ～   6 1 2 2
 21.6 ～ 28.8 6 ～   8 2 2 3
 28.8 ～ 32.4 8 ～   9 2 3 3
 32.4 ～ 39.6 9 ～ 11 3 3 4

　Dの距離（落し口～曲り）

・ダンラインエクセル DL７５Ｆ・DL７５　ダンラインエクセル DL５５Ｆ・DL５５

　AまたはCの距離（落し口～落し口） 　Dの距離（落し口～曲り）

・バニエールＢＥ１６０Ｆ ・ネオアルカディアＡＣ１２０Ｆ ・クリアールＣＲ１０５Ｆ・ＣＲ１０５
・トーヘン１１７Ｆ・１１７ ・華まるＤＫ１２０

     　　　　　伸縮ソケットの必要数（個）
       落口が 落口が 落口が
 A、Cの距離（m）  軒どい(本) 伸縮じょうご じょうご ドレン
       の場合 の場合 の場合
  ～   3.6  ～   1 0 0 0
   3.6 ～   7.2 1 ～   2 0 0 1
   7.2 ～ 14.4 2 ～   4 0 0 2
 14.4 ～ 21.6 4 ～   6 0 1 3
 21.6 ～ 28.8 6 ～   8 1 2 4
 28.8 ～ 36.0 8 ～ 10 2 3 5

     　　　　　伸縮ソケットの必要数（個）
       落口が 落口が 落口が
   Dの距離（m） 軒どい(本) 伸縮じょうご じょうご ドレン
       の場合 の場合 の場合
  ～   3.6  ～   1 0 0 0
   3.6 ～   7.2 1 ～   2 0 0 1
   7.2 ～ 10.8 2 ～   3 0 1 2
 10.8 ～ 14.4 3 ～   4 1 1 2
 14.4 ～ 18.0 4 ～   5 1 2 3
 18.0 ～ 21.6 5 ～   6 2 2 3
 21.6 ～ 25.2 6 ～   7 2 3 4
25.2 ～ 28.8 7 ～   8 3 3 4
28.8 ～ 32.4 8 ～   9 3 4 5
32.4 ～ 36.0 9 ～ 10 4 4 5
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